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お知らせ

　民生委員児童委員は「広げよう　
地域に根ざした　思いやり」を旨とし
ており、高齢者・障がい者・子育てな
どで困っている方たちの相談や、福祉
サービスを利用するためのお手伝い
など様々な活動をしていますので、お
気軽にご相談ください。
　地区担当民生委員児童委員につき
ましては、町のホームページからご覧
になれます。（ホームページトップのく
らしの情報＞窓口・各種相談＞民生
委員児童委員協議会）
問い合わせ　健康福祉課

☎0287－92－1119

対象　県内に住む20歳以上の方か
ら2,000名を無作為抽出 
期間　5月21日から6月13日まで
実施方法　調査票を郵送します
　　　　　（秘密は厳守します）
問い合わせ　県広報課

☎028－623－2158

区分 町営
住宅名 舟戸
部屋番号 6－ 2
間取り 2Ｋ
入居時家賃 6,300～ 9,500
※町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。
募集期間　5月15日（火）～31日（木）
その他　申込方法、入居資格等の詳
細はお問い合わせください。
問い合わせ　建設課管理係
 ☎0287－92－1118

申込方法　国際医療福祉大学　言
語視聴覚学科　柴本勇宛　下記の
メールアドレスに①氏名②住所③職
種④所属をご記入の上、送信してくだ
さい。
メールアドレス：

iuhw.program@gmail.com

開催日時・会場（※第１回、第２回共
に同じ内容です。）
第１回　６月９日（土） 
午後１時～午後３時３０分
第２回　６月２３日（土）
午後１時～午後３時３０分
栃木県庁本館大会議室

（宇都宮市塙田１－１－20）
内容
統計グラフの作り方など受講の後、親
子で絵を描いたり、紙を貼りながらポ
スター状の作品を作成。
対象者
県内の小学生（３年生以上）とその保
護者
参加費用
無料《当日使用する文具類は、こちら
で用意します。》
申込方法
下記の受講申込書に必要事項を記入
の上、持参・郵送・ＦＡＸ・Ｅ- mailの
いずれかの方法で、県統計課あてお
申し込みください。
申込期限
第１回、第２回とも５月25日（金）
申し込み・問い合わせ
栃木県県民生活部
統計課管理普及担当

☎ 028－623－2242
　　　  （ＦＡＸ2247）

手当月額
（１）所得制限額未満の場合
　 ３歳未満   １５，０００円
　 ３歳以上小学校修了前
　 （第１子、２子）　 １０，０００円
　 ３歳以上小学校修了前
　  （第３子以降）　   １５，０００円
　 中学生（一律）　   １０，０００円

（２）所得制限限度額を超える場合
　　　　　　 ５，０００円
※所得制限は６月分から適用となり

ます。
※所得制限の額等は下記までお問い

合わせください。
現況届について
　毎年６月中に現況届の提出が必
要となります。現在受給されている方
全員へ現況届の用紙を送付しますの
で、忘れずに提出してください。
※提出されない場合は、お支払でき

なくなります。
その他
　保育料・学校給食費を児童手当か
ら徴収する制度ができました。詳しく
はお問い合わせください。
問い合わせ
健康福祉課　子育て支援係

☎0287－92－1119

日時　5月19日(土)
　　　午後2時～4時30分 
場所　国際医療福祉大学 
　　　F棟101教室（大講堂）
講演① 「飲み込みの医学－犬はむせ
ますか?」 
新美成二(国際医療福祉大学 言語聴
覚センター長)
講演② 「安心して食事を楽しむため
に－リハビリ方法を伝授します」 
柴本 勇(国際医療福祉大学 言語聴覚
学科)
参加費　無料
対象者　どなたでも自由に参加くだ
さい

平成24年4月から子ども手当は
「児童手当」に変わりました

第1回摂食・嚥下セミナー開催
のお知らせ

親子統計教室の参加者募集

5月12日は
民生委員児童委員の日です

栃木県政世論調査にご協力を

町営住宅入居者募集のおしらせ
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５月 1 日現在の人口
（住民基本台帳）

	　男　	 9,402 人（－ 28）
	　女　	 9,327 人（－ 22）
	　計　18,729 人（－ 50）
	世帯数		6,107　			（－		3	）

（　）内は前月との比較
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